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新築なった南保公民館

社会教育事業髄欝額麟欝
社会教育は、学校教育課程として行なわれる教育活動を除き、 「ゆりかご」から 「墓場」

まで組織的に行なう教育活動である。

公民館は社会教育のセンタ－・c・あ り、住民の生活の必裂にこたえ、教育、
上につとめ、地域民主化の推進に重要なf文書ljりを来たしている。
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て
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十
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条
件
で
特
例
か
必
め
ら
れ
主
人

ィ

パ

十

．

：

？
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日

町

山
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【

d

／
＼
れ
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〈
G
Z

こ
の
特
例
は
、
農
山
・な
ど
を

L
－J
っ
す

E
て

－

J

d
コ

騒
場
、
地
域
社
会
）
を
、
ひ
と
η
ひ
と
山
場
合
に
、
そ
の
州
民
地
た
ど
に
つ
い
て
の
間

近
年
わ
が
国
の
経
許
は
、
数
年
の
間
に

り
が
心
に
か
け
、
真
剣
に
考
え
、
話
し
写
税
の
納
期
限
を
、
そ
の
附
与
レ
た
人
が
著
し
い
成
長
を
と
げ
、
朝
日
町
に
お
い
て

合
い
の
中
で
そ
の
対
策
を
打
ち
立
て
よ
な
く
た
っ

た
場
合
に
納
め
る
相
続
視
の
納

も
そ
の
影
響
は
少
な
く
な
く
、
生
雨
水
準

ぅ

。

期

限

ま

で

延

長

す

る

と

い

E

フ
特
例
で
す
。
生
活
儀
式
も
相
当
変
化
を
来
し
て
お
り
、

こ
れ
は
附
与
し
た
人
が
な
〈
な
っ
た
場

そ
れ
に
伴
な
い
、
保
健
術
生
の
動
向
に
も

山ハ
、
令
町
総
ぐ
る
み
の
青
少
午
対
策
を
打
合
、
附
与
を
受
け
た
股
川
凡
な
ど
を
州
統
に

忽
泌
な
変
化
を
来
し
て
い
る
と
巧
え
ら
れ

ち
た

34一つ
。

よ

ツ

て

取

付

し

た

も

の
と
L
て
、
相
続
税

ま
す
。

機
関
、
国
体
、
職
場
、
学
校
、
家
妊

の

－U川口
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
地
な
ど
こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
り
、
同
氏
健

が
一
丸
と
な
っ
て
．
頁
剣
に
取
り
く
も
わ
が
与
税
の
負
担
を
軒
く
し
、
利
続
税
と
康
保
険
加
入
者
の
病
状
を
統
計
的
に
把
賠

ぅ

。

（

教

育

委

員

会

）

同

じ

れ

’担
に
な
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
し
、
あ
わ
せ
て
、
社
会
保
険
、
そ
の
他
の

こ
の
特
例
に
は
、
通
用
条
件
や
市
訴
の

保
険
加
入
者
の
状
況
を
税
一
と
す
る
こ
と
に

農

地

を

生

前

に

贈

与

し

た

子
続
な
ど
が
さ
め
ら
れ
て
い
ま
ず
か
ら
、
よ
り
、
朝
日
町
内
保
健
衛
生
の
状
態
を
知

こ
の
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
り
、
明
日
町
佐
民
山
保
健
の
向
上
と
告
別

場

合

の

贈

与

税

に

特

例

税
務
副
れ
で
よ
く
利
お
し
て
く
．た
さ
い
G

に
資
す
ふ
た
め
に
と
、

一
位
脱
℃
明
る
い

投
菜
を
山
口
γ

い
ん
で
い
る
人
が
、

千
ど
も
な
陀
ぷ
は
創
刊
①
二
一
一七
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で
す
。

川
づ
く
り
脱
進
ト
ヘ
公
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が
、
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一
月
十
四

ど
将
来
日
分
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相
続
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と
な
る
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に
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印
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務
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目
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引
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で
開
催
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れ
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が
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は
、
川
山
山
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点
に
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ク
リ

・
1
卜
い
机
を
即
日
め
、
航向上小
1
4

日
に
よ
り
似

少

年

を

守

る

全
町
運
動
を
も
り
あ
げ
よ
う

て
健
全
で
愛
情
に
み
ち

た
家
庭
を
つ
く
り
ま
し

ょ
A
ノ
。
第
三
日
脚
日
は
1

出家

ほ
の

H
」
で
す
。も
う

一

度
わ
が
家
の
環
境
を
た

し
か
め
ま
し
ょ
－コ
。
筋

三
日
曜
日
と
い
わ
ず
、

毎
日
が
家
庭
の
日
に

な
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ

O
 

R
ノ

一一
、
青
少
年
の
間
体
活
動

を
J
U

か
ん
に
し
ま
し
ょ

。
－hノ
お
と
な
の
盟
解
、
青

少
年
の
自
党
と
努
力
に

よ
り
、
青
少
年
間
体
へ

の
加
入
を
惟
進
し
ょ

三
、
ス
ポ
ー
ツ
で
究
派
な
心
と
か
ら
だ
あ
」

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

余
暇
の
器
用
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入

れ
、
家
庭
ぐ
る
み
、
地
蹴
ぐ
る
み
の
ス

ポ
ー
ツ
を
さ
か
ん
に
し
よ
う
。

四
、
技
術
を
高
め
て
郷
土
の
生
庄
に
は
げ

み
ま
し
ょ
う
。

勤
労
青
少
年
、
特
に
若
年
就
業
者
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
こ
れ
を
尊
霞
し

よ
う
。

五
、
円
少
年
を
よ
い
環
境
で
育
て
ま
し
ょ

へノ。
百
少
年
の
住
む
環
境
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峰
、
川f
校

ま
す

「
陛
版
」山
U

師
五
山
を
か
か
げ
、
川
る

い
町
っ
く
り
に
ま
い
え
し
仁
い
・
も
の
で
す
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、
4
・7
1
1

、
；
、l
j

；

t
t
Lに

た
ホ
．
1
fノ

τ
，卜

ndプ
カ
何
日
以
防

比
一氷
低
と
し
て
表
彰
ざ10
れ
ま
し
た
り

τ： ］i 
.'1' Hi・ 1.r itl~ l↓I勾t
内Ii間 ）I：局間
1 ）・ ~i m~ ：·イ ：i：~f
従 I打。診 ill英議：
~ ,.... j.(,t 『 ー i（；~
ill ,.,., 1設 磁

（附貯 ill r ！リ！
凶新） ））  

/j・」
;-w 

似
し
、
そ
の
法
引
ー
す
る
訓
査
の

i
地
が
地

球
上
ど
の
伸
一
位
に
行
似
す
る
か
訓
佼
し、

地
上
法
（
川
「
版
制
吠
で
一
枚

一
枚
洲
嵐
）

で
測
地
し
、
ト
地
の
所
在
．
所

h
者
、
地

孫
、
地けい
、
地一凶
fT
W

椛
に
訓
伐
す
る
非

刊山
に
弔
法
な
引
業ぺ－
T
υ

そ
の
調
布
ハ
の
州
川
の
以
内
肌
に
な
る
コ
L

ケ
リ
l
卜
帆
が
、
・
川
の
が
川
地
八
卜
凶
に
則

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
制
対
に
払
い
た
り
、

山
内
な
ず
ら
し
た
り
し
な
い
よ
勺
に
協
力

し
て
く
だ
夫
人
、。

〔館
設
刊
州
淵
代
川
州
係
〉
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「お
れ
た
ち
は
車
輪
だ
」

菊
地
さ
ん
の
絵
も
佳
作
賞
に

ー

l
l
第
十
六
回
全
国
青
年
大
会

｜
｜

演
劇

若
人
の
力
強
い
反
附
£
、
作
万
一
山
の
曜

か
い
と
支
躍
を
持
て
、
部
十
六
阿
金
川
H
H

年
大
会
に
出
場
し
た
判
日
連
尚
出
劇
J

グ
ル

ー
プ
は
、
見
事
優
秀
筒
の
栄
に
制
レ
た
。

新
川
地
区
予
選
、
富
山
県
大
会
と
削
を

重
ね
る
と
と
に
演
技
に
み
が
き
が
か
か
り

全
国
大
会
で
は
そ
の
実
力
が
レ
か
ん
な
く

発
揮
さ
れ
た
が
、

最
優
秀
に
は
い
ま

一
歩

め
カ
が
不
足
し
て
い

π。

出
演
者
た
ち
は
、
乙
山
M
W
験
ん
生
か
し

の

一
朝
日
町
で
の
演
劇
部
肢
に
全
力
を
尽
く
し

〈

－
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

＼おれたちは車総だ〉

一 全国青年六会において ー

演熱

ま
た
、
絵
闘
の
部
に
出
品
さ
れ
た
街
地

お
子
さ
ん
戸川
）
の
揃
い
た

「
ひ
ま
わ
り
」

も
間
作
自
を
受
釘
し
た
。

（
朝
日
制
連
合
吋
作
間）

大
家
庄
が
初
優
勝

ー
第
十
朝
日
町
青
年
祭

i

若
人
の
黙
と
誠実
の
祭
典
、
第
十
川
朝
日

町
宵
年
祭
は
、
十

一
月
二
十
六
日
、
泊
中

学
校
で
開
催
さ
れ
、
朝
日
町
に
住
む
勤
労

青
年
が
芸
能
、
意
見
発
表
、
文
化
に
そ
れ

ぞ
れ
け
凶
の
間
活
動
の
成
以
を
鎖
倒
、
そ

の
結
来
、
火
山
双
山
校
下
刊
が
一
一
一
年
述
税
総

九
日
俺
勝
点
空
飾
っ
た
。

ぷ
慌
の
郎
、
文
化
の
部
で
は
、都」
t
六
川

〈仁
川
内
作
・
卜
八
九
山
に
悩
作
目
を
受
れ
L
仁
訓

日
泌
h
川－

M
刷
ゲ
ル

ー
プ
の・削
酬
を
的
め
、

多
く

ω行
明
川
制
、
特
別
川
川川か
トハ
ー引
に

花
を
そ
え
、
今
後
の
ぷ
能
、
主
化
出
品
川に

口
献
す
る
と
乙
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た

な
お
41
け
の
成
制
は
以
の
と
お
り

総
A
H
成
総

f・＇f｛ιl収
111 /i'I人・
附絞家
紋下 11・
‘ド 111"1後
1'f !rj: ド
’』 l・Ji1 'i 
1・Ji 4ド
l・Ji 

芸
能
の
部
出

削

〉

川陀

♂先
日
卜
八
山家此

”、J

，J
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守
山

九
J

J
j

r
L
H
u
q

＼
郷
土
正
問
〉

M
M
W・

今

日

前

川

f

－mr什い

／ 
写
真
は
活
L 動

1雲
巌

－ 

... 
石，，

叫
岡
秀
口

努

力

口

〈
背

以
優
秀
白

川
世
秀

世

V
丹
J

』
a

J

b

、4

4
2
4，
．
ノ

M
Y
－－

〈抑

川
以
M

世
芳
白

川
間
秀
尚

努

力

的

木町Il耐1［山 7fl荒川火
境~＇（ 〉 川崎 v －~＇（ 
日： IE 

文
化
の
部

〈

英

術

〉

絵

削

倒

大

井

一
光
（
大
欲
作
）

仙川

山
介
キ
m
H
，ナ（
O

）

住
鈎
地
伝
子
（
川
）

I
川
口
一
彫
塑
叫
盟
大
久
保
栄
子
（
五
百
陀）

U
川

間

関

大

久

保
理

f
（大
家
庄
）

印

刷

一
節
子
（
山
附
）

りはバ

作

並
沢
木
門
（
山
附
）

引
け
び
ぷ
会
長
自

中
野
啓
三
郎
氏
に

青

年

学

級

育

成

功

労

者

表

彰

十

一
月
二
十
六
日
、
高
山
県
議
場
で
開

俄
さ
れ
た
白
山
県
吋
年
学
級
大
会
の
附
上

川
公
民
町
長
小
野
山
一
三
郎
氏
は
、
門
何
小
学

級
肖
成
山
労
析
と
し
て
n
k
m
w
さ
れ
た
。

中
野
氏
は
、
解
散
し
た
ま
ま
ど
う
し
て

も
再
結
成
で
き
な
か
っ
た
泊
青
年
団
争
附

和
三
十
五
年
に
結
成
さ
せ
、

以
来
青
年
間

活
動
、
背
年
学
訟
の
長
慣
に
努
力
さ
れ
、

今
阿
の
表
彩
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
泊
円
年
学
級
は
、
昭
和
問
十
一

年
度
に
州
開
催
良
背
年
学
般
と
し
て
表
彰
さ

れ
て
い
る
。
〈
教
育
委
員
会
）

ii= F .. f占
／＼ 

j l' {I ~ な rti
し技
!f.i ／］、
flll Ill 
作
'-' I克

（
火
山
双
山
〉

約
十
け
い
町
山

μ
f
（
山
附
）

・
払
川
丈

A
F
（五
問
介
．
）

熊
川
れ
よ佐
子
（
ル）

二
川
口
市
助
v

新

川

川

伸

ト

入

米

山

川

什け

境

m一川
刷

保

雄
け叫

日
以
何
人
衣
川

J

当

L

判
以

〈
前
向
発
火
・－

似
似

ト八
川
敏
正

掛

川

じ

れ

血

u

目

以

H
．け
川

〈
怠
見
発
点
〉

殴

佐

川

名

町

（

山
附
）

催

日

比

能

凶

子

（
ぃ
人
袋
店
）

努

力

本

川

則

子

（

』川
）

。

入
江

久
（
hq
）

（
刺
日
町
出
合
川
作
間）

体

協

だ

よ

り

第
四
国
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
十
一

月
十
九
日

笹
川
小
学
校

地
ぽ
対
抗
団
体
戦

回
目
子
｜
優
勝

征
川
A

女
子
｜
優

勝

笹

川

A
次

勝

泊
三
広

次

勝

笹
川
B

個
人
戦

関
子
優
勝
次
勝

横
山
三
明

折
谷

司

大
和
信
勝
組

折
谷
時
夫
組

女
子
慢
勝
次
吻

竹
内
サ
ク
子

折
谷
弘
奨
組

竹
肉
清
子

勝
間
め
つ
子
組

（
朝
日
町
体
育
協
会）

’『U
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ニ
、O
O
O米
継
走
に
本
村
杯

ー

南

部

忠

平

氏

寄

贈

｜

山

崎

地

区

が

獲

得

昭和 42年 12月10日
月刊（毎月10日発行J

第
十

一
回
朝
日
町
民
体
事
実
施
の
大
会
と
あ
っ
て
、
競
技
、
応
援

背
大
会
は
、
十
一
月
五
日
に
も
熱
が
入

η
、
終
始
町
民
の
祭
山
に
ふ

（
三
日
間
夫
の
た
め
延
期
さ
わ
し
い
熱
戦
を
出
関
、
大
家
正
地
区
が

）、

小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

初
優
勝
を
謹
げ
て
、
午
後
一一一時
、
盛
会
の

に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ

う
ち
に
終
了
し
た
。

れ
た

。

な

お

、

今

大

会

か

ら

、

地

区

対

抗

二
千

い
ま
に
も
降
り
出
し
そ
米
継
走
に
対
し
、
第
十
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

う
な
空
模
様
の
下
、
九
時

大
会
（
一
九
三
二
年
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

三
O
分
、
的
小
学
佼
鼓
笛

）
コ
一段
跳
に
同
相
川
町
M
m
の
世
界
記
録
で
悩

隊
を
先
頭
に
、
堂
々
の
入

勝
さ
れ
、
世
界
の
陸
上
界
伝
跳
躍
日
本
の

場
行
進
の
あ
と
、
開
会
式
地
位
を
確
定
づ
け
ら
れ
た
南
部
忠
平
氏
（

が
あ
っ
て
、
十
時
十
分
競
大
阪
府
在
住
）
が
、
馬
瞳
（
ば
り
ょ
う
）

技

に

入

っ

た

。

ク

ラ

プ

を

通

し
て
、
三
十
数
年
来
の
親
交

途
中
で
小
雨
が
降
り
出

の
あ
っ
た
故
本
村
本
松
氏

（
前
町
長
）
を

す
な
ど
、
絶
好
の
条
件
と

し
の
び
、

「
本
村
杯
」
と
し
て
優
勝
杯
を

は
言
え
な
か
っ
た
が
、
隔
得
贈
く
だ
さ
れ
て
、
大
会
に
一
一
胞
の
花
を

そ
え
、
競
技
は
大
熱
戦
の
末
、

山
崎
地
区

が
二
連
勝
を
飾
っ
た
。

ひさあ

大
会
成
績
択
の
と
お
り

（郡l語議易会品）第148号

ハ
写

真

〉

上
｜
隔
年
実
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の
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会
に
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地
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大

積
斗

左
；
南
部
忠
平
氏
寄
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の
本
村
杯

’
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守

〔総
合
成
績
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①
大
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①
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境
＠
山
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①
笹
川

川

ス
ポ
ー
ツ
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室
は
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る

F
自
国
・
・
・
・
園
幽
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・
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…

＠
泊
三
氏
①
泊
二
区
＠
宮
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①
泊

一
区

山
＠
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＠

明
る
い
健
康
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町
づ
く
開
幽
・
・
・
・
・
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圃
圃
圃
・
・

…

＠
五
箇
庄

川

…

…

り

の

た
め
に
、
ス
グ
l
ッ

岡

国
・
・
・
・
・
園
開
r
M
RH
I
岨

川

…

の
あ
ら
ゆ
る
服
へ
の
普
及

圃

・
圃
圃
唱
E
E－
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圏
直
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閉
店
園
川
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対
抗
ニ
、
0
0
0米
継
走
〕

山
；

圃
園

圃
F
E
E
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r
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町

i

”
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と
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
を

園
圃
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圃
・
・
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圃
圃
圃
・
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岡
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r

①
山
崎
（
5
・
犯
・

9
〉
①
笹
川
①
大

川
・6

…
目
標
に
、
朝
日
町
で
は
、
園
・

E・
・

圃

悶

阿

嗣
mu

－家
陀

川

〕

…
昭
和
四
十

一
年
度
に

引

き

園
田
・
・
・
司
圃
園
田
園
田
町
剛
直
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ョ
過
去
の
総
合

優

勝

地

区

川

汀

…
続
き
、
今
年
度
も
ス
ポ
l

圃
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圃

圃

・

圃
闘
園

川

α
…

ツ
教
室
4

乞
開
設
す
る
が
、
圃
・
・
・
・
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・
・
圃
圃
圃
圃
閣
踊
園

叫

昂

一
同
J
第
八
回
境
地
医

H

（

－

・

・

・
・
・
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圃
・
園
田
劃
圃
・
・

川
り

…
十

一
月
六
日
、
泊
地
区
の

・

・

・

・

・

・

圃

・

・

圃

第

九

同

出

保

地

区

…
，
、

…
壮
青
年
を
対
象
に
し
た
バ

圃
圃
・
・
・
・
・
・
岡
仙
畑
掴
園
田

川

第

十

阿
境
地
区

γ3
…

ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ス
を

皮

・
・

・
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・

圃

園

E
剛可
ョ

ト
：

・

，

－

（教
育
委
員
会
）

…

r
…
切
り
に
、
二
十
四
日
に
は

・

司

・

a薗
畑
町
【

州
司
ば

…
南
保
地
区
の
婦
人
を
対
象

圃
・
圃
圃
圃
「
凶
町
河
日
河
副
田

’

i
l
i
l
l－
－

一
生

…

に
し
た
卓
球
コ
ー
ス
、
二

・

E

l
陣

凶

司

ga川

1
1
1
1
1
1
1
B
i
l
l
i－
－

J
…
、

…
十
五
日
に
は
宮
崎
地
区
の

年
、
婦
人
に
限
定
し
て
開
設
し
た
が
、

’

一

北

日

本

マ

マ

の

講

座

一

川
⑤

…
婦
人
を
対
象
に
し
た
バ

レ
一
日
の
仕
事
や
家
事
を
終
え
て
か
ら
の
川

「
い
に
い
ト
ド
ド
ぃ
l
い
い
H
い
川
い
」

川
目

…

1
ボ

iz－
－
ぺ
ま
た
夜
間
教
重
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

川
町
山

…
十
二
月
一
一
一
日
に
は
五
箇

庄

講
習
日
が
待
ち
遠
し
く
て
な
ら
な
い
と

川

統
産
婦
、
家
庭
婦
人
を
中
心
と
し
て
、
…
・

…
地
区
婦
人
を
対
象
に
し
た

い

う

。

山

母
子
衛
生
知
識
の
皆
及
に
努
め
、
健
や
か

川

…

…

バ
レ
ト
ポ
l
w
コ
ー
ス
が
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
受
講
者
が
全
く
川

な
家
庭
を
築
く
と
と
を
伺
的
に
、
択
の
と

川
＠
：
：
：
③
そ
れ
ぞ
れ
間
過
帰
さ
れ
た
。
の
初
心
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川

お
り
「
北
日
本
マ
マ
の
講
時
」
：
開
催
さ

山

「日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
初
日
か
ら
喜
々
と
し
て
球
に
と
び
っ
き
川

品川

…
の
少
な
い
人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

上
達
ぶ
り
も
す
ば
ら
し
く
、
は
や
、
そ
川

れ

ま

す

。

川

む

機
会
」
を
与
え
、
「
健
康
で
明
る
い
の
成
果
を
感
じ
ざ
せ
る
。

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
c

川
生
活
設
計
を
」
の
主
旨
を
よ
り
充
実
さ
な
お
今
年
度
開
設
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
川

川
せ
る
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め
、
今
年
度
は
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対
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会
壮
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は
次
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と
お
り
で
あ
る
。
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昭和 42年度朝日町成人者名簿照会
＝＝’句、＂＂＂＇，戸、、~，、＿.，，，、、..::::r、・~司、~、＂＇，，、『~，町、‘＂＂，ー、、噌己，...、~司、..：：：：－、~，、『－＝』、~，、、唱＝－、・~『『＂＂，』、~，，、、‘＝＝，．、句，.，，＿司、司亘＝－、~三，H・．司＝』、~~、．ι＝－－、、~『~、、~ー、...e;:;’

乙の名簿は昭和42年度住民実態調査表により、昭和22年1月16日から昭和23年 1月15日までに生まれた、 l昭和42年度成人該当
者名を記載したものですが、 記献もれしている万は、12月25日までに教育委員会事務局までお知らせください。 12月25日までに

お知らせのない場合は、成人者名簿に記畝できない頃合がありますからと了承ください。
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道

路

除

雪

に

協

力

を

冬
期
間
の
交
通
確
保
の
宮
必
要
な
箇
所
は
、
関
係
地
区
の
に

た
め
、
「
県
」
の
除
雪
計
力
除
雪
に
よ
る
こ
と
ω

画
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
①
砂
利
道
の
除
雪
は
、
周
辺
の
用
地
に

「
朝
日
阿
」
で
も
県
の
計
砂
喋
が
排
出
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
の

聞
と
併
行
し
て
除
雪
計
画
で
、
除
雪
後
、
地
区
町
内
会
等
の
協

を
立
て
て
い
ま
す
。
力
で
取
除
き
務
付
を
。

「
除
雪
作
業
」
の
問
問
①
町
内
会
の
陥
刀
に
よ
る
除
勺
作
業
が

な
実
施
を
図
る
た
め
、
次
行
な
わ
れ
る
と
き
は
、
土
地
帯
情
の

の
点
に
つ
い
て
住
民
各
位
明
る
い
人
の
誘
唱
を
。
（
建
設
課
）
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協
力
を
お
願
い
し
ま
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1
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1
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飲
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運
転
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降
雪
時
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路
区
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追

放

し

よ

う

グ

が
不
明
に
な
る
の
て

道
路
上
の
駐
械
を
さ
県
内
の
交
通
事
畝
の
発
・五
状
況
は
、
既

け
、
又
、
路
と
に
は
に
昨
年
の
発
仏
－件
数
を
突
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し
、
史
上
最

す
べ
て
の
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を
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高
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い
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ま
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、
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？
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∞
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農
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励
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．
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う
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よ
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μ
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な
版
図
の

一
つ
に
飲
酒
運
転
が
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り
ま
す

一

l
i
l
i－
－
I
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l
i－
－

直

年

末
の
郵
便
に
ご
協
力
を
け

昨
年
、
富
山
胤
で
は
、
全
事
般
の
七

・
七

一
日
時
一
月
一
日
十
一
時
三
十
分
F

山
マ
小
川
凶
は
十
二
月
十
有
日
明
ま
で
に
。

MZ
飲
酒
運
転
で
、
こ
れ
に
よ
る
死
亡
者

一

場

所

泊

高

等

学

校

体

育

館

一

笠
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の
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包
怖
送
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と
ん
ど
貨
車

が
十
八
・
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%
と
な
っ
て
い
を
す
c

一

－

使
で
運
ぶ
ζ

と
に
な
る
た
め
、
遠
い
と

例
年
年
十
本
年
始
を
迎
え
る
と
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特
に
飲

一

参
加
ど
希
望
の
万
は
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十
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